
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年度 動物医療発明研究会 総会を 10 月 26 日（日）に行います！ 

2025 年度の総会について例年通り 10 月に開催を計画しておりましたところ、日本獣医エキゾチック動物

学会が 10 月 11〜12 日に、動物臨床医学会が 10 月 18〜19 日にそれぞれ年次大会が開催されること

が分かりました。上記の学会に参加される会員の方も多いと思われますので、日時が重複しないように、 

10 月 26 日の開催を決定いたしました。ぜひ、今から皆様の予定表に書き入れていただけますと嬉しい

です。詳細は決まり次第お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

役員一覧 

名誉会長      中山 正成     （奈良県）        幹事   赤塚 正明   （東京都） 

会長         清水 邦一     （神奈川県）              岸上 義弘   （大阪府） 

副会長        綿貫 和彦     （福岡県）                横尾 清文   （東京都） 

副会長        森島 隆司     （愛知県）                浅井 洋子   （栃木県）  

事務局・会計    清水 宏子     （神奈川県）              新田 由美子 （広島県） 

オンライン事務局  鍵和田 哲史   （東京都）                永富 丈     （長崎県） 

広報              伊藤 隆       （千葉県） 
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カナダ、ロス、そして山梨県大月市、上田などもですが、岩手県大船

渡市、今治市、岡山市、日本各地で森林火災のニュースは、切なくて皆

の心を痛めています。普通の毎日に早く戻れるようにと、うちの病院の

『災害募金箱』にそっと寄付してくださる方もいます。小さな病院です

が温かい心が詰まっていて感謝です。さて、風は冬でも光の春になりま

した。春って何歳になっても『新しい事しようかな！』とスタートの気

分になれます。発明研究会も、新しい役員を迎えてフレッシﾕ up！ 

新旧含めた役員紹介も入れてお届けします。 

SAMI NEWS No.70   動物医療発明研究会 

Spring 2025 

      

新入会委員になりそうな方を誘ってくださいね。 

必要でしたらバックナンバー 

など、事務局から送りますのでお申し出ください。 

 



＜役員のプロフィール＞ 

鍵和田 哲史（カギワダ テツシ）  オンライン事務局 

神奈川県小田原市出身、55 歳、家族 4 人暮らし（子供は一女一男） 

（鍵和田という苗字は全国に約 1500 人いて、苗字の全国順位で 6,328 位、だそうです） 

麻布大学獣医学科を平成 6 年（1994 年）3 月に卒業し、日本獣医畜産大学（現日本獣医生命科学大学）の動物

病院研修医、神奈川県内小動物病院勤務を経て、日本ヒルズ・コルゲート株式会社に入社。11 年ほど学術営業

を担当しました。この時に清水宏子先生・邦一先生とお会いし、沢山のことを教えていただきました。それ以

来のお付き合いをもう 20 年以上させていただいております。 

そののちバイエル薬品株式会社動物用薬品事業部に転職、マーケティング業務に約 10 年従事しゾエティス・ジ

ャパン株式会社へ転職。マーケティング部→学術部へと異動し現在に至ります。 

プライベートでは、日本酒大好き！（特に磯自慢や手取川、綿屋など）仕事の出張が好きな理由は全国各地の

地酒が飲めるから・・です。また、長女が通っていた高校で「父娘で歌う第九」という恒例行事があり、そこに

参加したことをきっかけに数人の保護者仲間と「両国国技館 5000 人の第九」に毎年参加するようになりまし

た。2024 年 12 月には「大阪サントリーホール 10000 人の第九」にも参加することが出来て、充実（？）し

た一年となりました。本会員の皆様の中に、もしこんな niche（ニッチ）なご趣味をお持ちの方がいらっしゃい

ましたらお声掛けいただけると嬉しいです。 

   

 

 

 

伊藤 隆（イトウ タカシ）獣医師    広報 

初めまして、動物医療発明研究会でこの度広報を担当することになりました。 

広報部長の伊藤隆です。皆様宜しくお願い申し上げます。 

私が広報部長に就任して思ったのは、会報誌の掲載内容が、動物医療発明研究会の 

会員の中で診療現場において必要とする新たに開発したアイデア製品の紹介が 

中心でした。そこで私は、各分野で活躍されている獣医師の先生の紹介コーナーを追加することを始めまし

た。異なる分野で活躍されている獣医師の先生方の横の繋がりが、今後大切であり必要だからと思ったからで

す。 実際、私も定年退職前は製薬会社で勤務をしており、製薬会社の獣医師さんを知る機会はありましたが、

それ以外の分野で活躍されている獣医師の先生を知ることはありませんでした。また、次の世代となる獣医の 

学生さんが就職する際に支援となるように、インタビューの施設に就職されている先輩からのメッセージをイ

ンタビューの中に盛り込んで記事を掲載しております。 
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インタビューを実施した記事は、動物医療発明研究会の会報誌である SAMI NEWS だけでなく、皆さんが学

生時代に獣医学書を購入されていた獣医・畜産関係の大手出版社であります「文永堂出版株式会社」様の JVM 

NEWS(インターネットによる記事掲載)に、インタビュー記事を 2023 年 10 月から掲載しております（図１、

図 2）。現在、文永堂出版株式会社に掲載している内容は大きく４つあります。それについてご紹介させていた

だきます。 

1． 動物園・水族館で勤務されている獣医師の先生へのインタビュー記事①～⑯ 

https://buneido-shuppan.com/jvmnews/article/jvm20250121-001 

2． JRA など馬関連の臨床獣医師の国内外（ドイツ・カナダ）で活躍されている先生への 

インタビュー記事①～⑩ 

https://buneido-shuppan.com/jvmnews/article/jvm20241008-001 

３．国内外で活躍されている獣医師の先生（動物用医薬品会社に勤務されている獣医師、 

VMAT で活躍されている獣医師、米国や英国の獣医師免許を取得された先生）①～⑦ 

https://buneido-shuppan.com/jvmnews/article/jvm20250303-001 

４．JAVS（日本獣医学生協会）とのコラボレーションによる獣医師による獣医大学への訪問インタビュー記事

を掲載（例：帯広畜産大、麻布大、北里大） ①～⑩ 

https://buneido-shuppan.com/jvmnews/article/jvm20250217-001 

インタビューを通じて各分野における発明や改良のニーズを抽出し、その情報ニーズを動物用医薬品会社、

動物用医療機器メーカー、獣医関連の出版社、フードメーカーなどの方々にフィードバックを行うことによ

り、動物医療に関する発明品が開発できれば本研究会の主旨に合うのではないかと考えております。 

実際、本研究会の会員になられている獣医師の先生方は多種多様の業界に所属されているので、動物医療に

関する発明品が今後開発される可能性は十分あると信じております。 

今後の展開としてインタビューを考えている分野の獣医師の先生は、日本の養殖業に貢献されている水産獣

医師の先生、エキゾチックアニマルの診療をされている獣医師の先生、厚生労働省の獣医系技官の先生方にイ

ンタビューをさせていただきたいと考えておりますのでご協力の程お願い申し上げます。 

 最後になりますが、私は現在千葉県外房の九十九里にあります白子町に住んでおります。白子町は温泉とテ

ニスで有名ですが、妻と娘が週末（土・日）だけカフェ（ランチ＆スイーツ、各種ドリンク）を 2024 年 1 月か

らオープンしております。カフェの名前は「WEEKEND CAFE99」です。千葉県に起こしの際は是非寄ってい

ただければ幸いです(図 3）。 今後とも宜しくお願い申し上げます。 

図 1 各分野で活躍されている獣医師の先生のインタビュー先 
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図 2 インタビューを実施した各分野で活躍されている獣医師の先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 千葉県白子町ある WEEKEND CAFE99 の内装・外装写真 
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新田 由美子（ニッタ ユミコ）  幹事 

入会のきっけかけ： 日本女性獣医師の会総会で清水宏子先生にお目にかかった折、 

入会のお誘いを受ける。広島市内で開業なさっている本会会員の平野健先生の近隣に在住。 

今夢中になっていること： 地域貢献。岩国地域にて、特定外来生物「ヌートリア」の一掃作戦へ 

参戦中。半水棲齧歯類なるも、2, 3 月には蓮田から水を抜くため、捕獲のチャンス到来。 

この機会を逃さぬように、フレックスタイム（勤務先：広島修道大学・健康科学部は春季休暇中）万歳。 

これからやりたいこと： 獣医博物学。地球上に哺乳動物が４５００種いることは誰もが知ることができる

（http://www.catalogueoflife.org/）。しかし、それぞれの種への獣医学の関わりを網羅した web site はない。これを創出す

ると、世界中からアクセスしてもらえる気がする。 

 

マイクロチップ普及と避難学を結ぶ試み   新田由美子 

南海トラフ地震発生確率 80％の西日本に居住する者が、ローテクな SAMI（動物発明研究） を紹介します。 

人と動物が共に暮らしやすい社会を目指して動物愛護管理法が制定され、販売される犬や猫がマイクロチップ

を必ず装着することになりました。環境省は、『地震等の災害や事故等で離れても、飼い主のもとへ戻る確率が高まりま

す。保護されたとき、専用リーダーで読み取ることで、データベースから飼い主の情報がわかるからです。』と広報し、2025

年 2 月現在の登録数は、犬 132 万頭、猫 54 万頭にのぼっています。 

避難に関する研究は「災害による犠牲者の軽減」という実践的社会課題を取り扱います。しかし実際には、難しい学問

より言い伝えで身につけた「津波てんでんこ」に避難することに尽きると、わかりました。 

マイクロチップの普及活動を「津波てんでんこ」とする試みです。筆者らは『ぬいぐるみ stuffed animal へもマイクロチッ

プを』のコンセプトで、体験活動を行なっています。材料は、stuffed animal でマイクロチップを装着させたものを用意しま

す（画像）。方法は、地域のイベントで来場者へ専用リーダー読み取り体験をしてもらう、というものです。 

『参加者が専用リーダーを操作し、身近な動物の ID を確かめる』体験で、マイクロチップ装着・登録のインセンティブに

なることを期待します。他方、『待合室で、ぬいぐるみ stuffed animal へもマイクロチップを』と、診療施設さんへの依頼も始

めています。以上が、南海トラフ地震発生時避難に向けたローカルでローテクな SAMI です。 
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清水 邦一（シミズ クニカズ） 

小学生の頃は工作や工夫が大好きで、「発明家になりたい」でした。大学卒業後は、

製薬会社の研究所で様々な試験方法の工夫をしたり、薬剤の調整法を学んだりしたこと

が、今の小動物臨床に役立っています。 

小型動物から大型犬までの診療においては、既製の道具を上手に利用して使いやすくす

る必要性が沢山あります。数ある治療法の中でより良い方法を見つけることが、自分の

性に合っていて獣医師になって良かったと思っています。 

動物も人間も日々歳を重ねます。生まれる時から限られた時間をつかっています。心・技・体を上手に維持し

て、いつまでも新鮮にいたいと思う今日このごろです。 

楽しんでいることは日本泳法（１６種の泳ぎ）、スロージョギング、篠笛、カフェ巡り、美術館巡り、 

日帰り or1 泊小旅行です。 

清水 宏子（シミズ ヒロコ） 

この会での主な私の仕事は、発明研の集客やニュースレターの編集、発送を担当してい

ます。学生時代に私が獣医師になりたいとみんなに言ったら、あのころの時代には「女性

は働かず主婦」が多い時代だったので、学校創立以来の出来事だ！と職員室に呼ばれ、先

生方に囲まれて『他の学科にしたら』と…。母は泣いて大反対し･･･。『成人式に着物はい

らない』『授業料はすべて返却する』という約束で獣医学科へ。開業、結婚してもうすぐ 

４９年目。夫は一人目、子供は３人の年子に、孫は４人の大家族。AB 型のため A が出た

り B が出たりの日々ですが、皆に反対されたこの仕事は、飼い主さんとのコミュニケーションが『心の仕事』

みたいでとても楽しいです。 

趣味は、祖父が売れない絵描きだったのでアトリエでよく遊んで育ったせいか、イラストを描くことが大好

きです。父は編集者（蚕糸の光）だったので、書くこともライフワークの一つで活字中毒？父の教えは『真剣

に生きること』でした。本だけは好きなだけ買ってくれました。進路を反対された高校の先生たちからは、 

大学へ合格したことを報告した日に『専門バカにだけはなるな！』最後はとても応援してくれました。 

この歳（７０）（古希？！）になるとライセンスは皆にもらったものだから、いろんな形で世の中にお返し 

しないと間に合わないかも？！と思っています。発明研究会へニュースレターの掲載リクエストなどありました

らいつでもお気軽にどうぞ。皆様のご意見お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〈 次号にも役員紹介は続きます 〉 
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小さな工夫のお役立ち  
神奈川県茅ケ崎動物病院に訪問する機会がありました。 

院長の山崎良太郎先生にお会いすることができました。日々

進歩する獣医学の最新の知識と技術を治療に積極的にとり入

れながら、「動物を幸せにしてあげたい」をめざされていま

す。お嬢様の智子様は、生き生きと病院の経営をサポート 

して家族ぐるみの素敵な病院です。 

知識と経験豊かで温かみのある院長の宝物の避妊手術用の器具と、院内の工夫の一部をご紹介いたします。 
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図 1 卵巣子宮をつかみ巻き上げる鉗子と腹壁を押し下げる

スプーン状のヘラを製作                         

 

図 2 ゼリーカップを利用して顕微

鏡の接眼レンズのカバーにする 

図 3 紙用ボンドを塗りやすいシリンジに入れて使用 

図４ シリンジの下の部分に磁石をつけてスチール台

に乗せてすぐ手に取りやすいようにしている 



 

 

 

 

 

〈新入会員ご紹介〉                   

関口亜矢子（セキグチ アヤコ） 

はじめまして。獣医師の関口亜矢子と申します。 

株式会社ビルバックジャパンに勤務しておりマーケティング部に所属しています。 

 

現在はワクチン製品、繁殖学製品、行動学製品等を担当しており、新製品の販売までの準備や、学術サポート

等をやっております。 

入会のきっかけは、清水宏子先生とお話した時に動物医療発明研究会をご紹介いただき、獣医学に限らずい

ろんな知識を共有するということが新鮮で、且つ必要なつながりだと感じたので入会いたしました。 

発明はどちらかというと不得意なため、皆様のお話を伺いながら、学ばせて頂けたらと思います。ただ、せっ

かく動物医療発明研究会に入会したので、2025 年の目標（といいますか、やり遂げたいこと）のひとつに「発

明（アイディア創出）」を入れることとしました。 

皆様からのご意見から弊社の新たな製品につながるかもしれないし、はたまた弊社製品が皆様の創造力を刺

激できたらな！と思っています。どうぞこれから宜しくお願い致します。 
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「  費」納入 お願  

楽 く活気 ある 続けていき いと思います。  費：￥4,000（2025 4 ～2026 3 分） 同封 振込

用紙にて 4 末ま に郵便局へお振込みお願い致 ます。 
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事務局  230-0061 横浜市鶴見区佃野町 3-3 

          清水動物病院内  清水宏子 

TEL（045）583-3738  FAX（045）583-3594 

たまたま私達の病院でも図 3 に似たものを利用していましたので  

ご紹介いたします。左のシリンジには、歯周病予防ペースト（オー

ラティーン）、中央はクロルヘキシジン軟膏（オロナイン）が入って

います。必要量が出しやすいです。右はポンプにヘモトキシコロジ

ーのトランメールクリームが入っています。使う度に底がシリンジ

のプランジャーゴムのように移動するようなっています。１００円

ショップで見つけました。まだ使用し始めたばかりなので、使用感

の点数はまだわかりませんが、今の所順調に使えています。 
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18．皮膚科診療の基礎知識
19．ペインコントロールの基礎知識
20．食事とアレルギーの基礎知識
21．行動学としつけの基礎知識
22．トリミングの基礎知識
第 3 部　経営をめぐる事柄の基礎
23．スタッフの採用と人事
24．クレームの処理
25．労働環境を整える
26．仕入れと売り上げの管理
27．行政機関での手続きの基礎知識
28．納税の基礎知識
29．ペット保険の機能
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　時代の流れとともに動物病院のあり方や経営の仕方は変化していきます。その中でも開設・運営にあたっての最重要項目をわかりや
すく解説したものが本書です。臨床家を目指す諸氏、開業を目指す先生方はぜひ本書を手にとって下さい。役立つ情報がたくさんです。
またご自身の動物病院の運営、経営の見つめなおしにも役立ちます。
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日本の犬と猫の皮膚科アトラスのスタンダードが完成
　本書は国内でみられる犬と猫の皮膚科疾患を網羅し、体系的にまとめたカラーアトラスです。様々な疾患、病態の鮮明なカラー写真
を揃えています。それぞれの写真は、モノクロ化した画像とセットにしてあり、モノクロ画像で病態を解説し、注視すべきポイントが
一目瞭然です。
　セット写真は 764 点にのぼり、その点数は、第 1 章 17、第 2 章 26、第 3 章 51、第 4 章 50、第 5 章 121、第 6 章 30、第 7 章
42、第 8 章 35、第 9 章 36、第 10 章 24、第 11 章 30、第 12 章 35、第 13 章 37、第 14 章 37、第 15 章 14、第 16 章 60、第 17 章
16、第 18 章 54、第 19 章 49 と各章豊富です。
　疾患の特徴のみならず、治療についても簡明に解説してあります。また、第 1 章と第 2 章では皮膚科の基礎を分かりやすく学ぶこと
ができます。
　平成、令和における日本の犬と猫の皮膚科学を牽引してきた永田雅彦先生が渾身の力を込めた、皮膚科の決定版ともいえる本書をぜ
ひお手に取って下さい。皮膚科診療のバイブルとなる 1 冊です。

章構成
・第 1 章　皮膚の構造と機能 ・第 2 章　皮膚の病変 ・第 3 章　細菌性皮膚疾患
・第 4 章　真菌性皮膚疾患 ・第 5 章　寄生虫性皮膚疾患 ・第 6 章　ウイルス性皮膚疾患
・第 7 章　皮膚炎および近縁疾患 ・第 8 章　紅斑・紅皮症 ・第 9 章　水疱症・膿疱症
・第 10 章　角化症 ・第 11 章　色素異常 ・第 12 章　脱毛症
・第 13 章　皮膚の血行障害 ・第 14 章　皮膚の増殖性疾患 ・第 15 章　環境と皮膚
・第 16 章　からだと皮膚 ・第 17 章　こころと皮膚 ・第 18 章　組織からみた皮膚
・第 19 章　分布からみた疾患








	スライド番号 1

